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すでに紹介されているようにペ 「所得税ほど民主的で， 人間的で， そして
り大蔵省編「財政金融統計月報」第236号，昭和岨年9月， 28ベ ズ
2) Fritz Neumark. Theorie und Praxis der n阻止rnenEinkommensbesteuerunι19471 
S.21 
3) 佐藤道「現代税制論」昭和45年， 112~-::/ð 
32 (32) 第113巻第1号
社会的な租税は存在しない」というマイゼノレ FranzMeisel の言葉は， ノイ
マノレクの l 近代所得課税の理論と実際J (Neumark， Theorie und Praxis d町ー
叩 dernenEinkommensbe哨 u.erung，1 Y47)という著書目扉にかかげられ亡いるが，
乙むような政治的，社会的にあるいは倫理的に高い評価を別としても，所得税
のもつメリットについては，他の観点からもひろく指摘されている。松野教授





エベノレク Theodorvon Ehe bergばまた，その利点についてつぎのように述















5) Eheberg， Finanzzι_'issenschaft， Zehnte. v町 besserteund stark vermehrte Auflage. 
1909. S. 275-276 
























6) H. Teschemacher. . Einko田 me国 teuer，"Handbuch der Fi:nanzwissenschaft， hrsg 
von w. Geにrlof ¥.md F.， Meisel， Bd. 2， 1927. S. 6 






























10) Neumark， a. a. 0.. S. 22-25 
11) Neumark， a. a. 0.. S. 33佐藤漣，前掲書， 116ペジ。
12) 松野賢吾前掲書 258-2日ベー久
























J:=l) Eheherg， a. a， 0.. S. 276 




















年 5月31日の「階級税および階層別所得税の導入にかんする法律J (Gesetz 







18) Neum<lrk， a.a. Q.， S.24 
19) a. a. 0.， S. 24 tmd 219 
20) 佐藤進「近代税制J227ベ}ジ。 Teschemacher，a. a. 0.， S.119 
21) N刊 1mnγkιι 0.，S. 219 
22) 佐藤進「近代税制J237ペー ジ。
23) 向上， 289-290ベ一久野洋高次郎「独逸税制発達史」昭和25午， 114-115へ一九






















ミクエノレの所得税法の特徴については， たとえば大島教授は， セリグ -<， y
E. R. A. Seligman ， ノイマノレク， ワー〆ナ-Adolph Wagnerによりなが
らつぎのように要約しておられる。すなわち，課税範囲の拡大と総合課税原
24) 佐藤韮「近代税制J236， 240， 291ヘク.
25) T.四 chemacher，a. a. 0.， S.121 
26) a. a. 0.. S. 12. 

















クとされ (5条)， 税率は， 各所得階級にたいして一定額の税を課す建前をと
り， 900~1050マルクの所得にたいする 6 マノレク(ほぼ0.6%にあたる〕から，最
高10万マルクの所得にたいする;4%fこいたる，きわめて控え目の累進構造をも
っていた (17条〕。 ③30目白マノレク以上の所得については， 申告の義務が規定さ
れ (24条)，申告を怠ったばあいについて罰則が定められた (3C条戸二⑦なお矧





29) Teschemacher，ι a. 0.. S. 122 
30う“PreussischesEinkommensteuergesetz vom 24. Juni 1891，" Finanzarchlv， Jg. 8， 1891， 
S. 811ft. 
31) Neumark， a. a. 0.， S.220-221. Eheberg， a.a. 0.， S.278-279 野津高次郎.前掲書，
247-249ベー タ.

























し 1872年 4月15日に議員リヒタ-Eugen Richterがライヒ所得税導入を提
32) 佐藤進「近代朝制J334-339ベー九大島通義，前掲論文， 44-46ベーえ

























33) ‘Begrundung zum R目 chseinkornmens.teuergesetzen十wurfvom 29， Novemb町 1919，"
Finanzarchi叫 ]g.37， 1920. S. 591 
34) Fritz TerhallE'.“Geschicb同 df'rD間町henOfFf'ntlirhen FimJ.n?:WlrtRchaft vo'刊 Bf'ginn
des 19. Jahrhunderts bis zum Schlusse d四 ZweitenWe1tl三rieges，" Handbuch der 
Fina?1Z'101sSenschaft. hrsg. von W. CTf'!rloff l1nd F. Neumllrk， Bd. 1， 1952， S.29岨


























国 Finanzverwalt:un，;und Fl閉山出α.usgleichin der Weim.arer Rゅublik，Schrift町t'eihe
vo皿 lnstitut“Firia凶zenund Steuern，" Heft 42. 1956， S.18-19 
36) Noll vα1 der Nahmer. Lehrbuch der Finanzwissenschaft. Bd. 1， 1964， S. 35-3G 













( 2条〕。 ③この所得税法において採用されている所得概念では， ミクエノレの所
得税のばあいとことなり'/ャ Yツ Geo:pg von Schanz 流の純資産増加説









37) “Deutsches 'Reichseinkommensteuergesetz vom 29. Marz 1920，" F;加anzarch町， Jg 
37， 1920， S.573ff 
38) R. van der Borght，“Die ~ReichssteueTgesetze von 1919/20，" Finanzarchiv， Jι37， 
1920， S. 448 
39) “Begrundung zum Reichseinkommensteuergesetzentwurf，" S. 598. Van der Borght. 
a. a. 0.. S. 449 
岨) Van der Borght， a.a. 0.， S. -449 
















2000マルク毎に， 21~25段階は300日マノレ F 毎に， 26~35段階は5000マルク毎に，







の他による異常な負担も， 同様の経済事情色みなされる (26条)0 ⑤課税所得
3000マルクをとえる者はす長て，大蔵大臣の定める細則にしたがって，所得税
41) a. a. 0" S. 451 


























43) Tesch四国cher.a. a. 0.， S.124. Neumark， a.a. 0.， S. 221 


























45)ι a. 0.， S. 124 
46) Tese:hernacher， a. a. 0.， S.124. Neumark， a. a. 0.， S. 221 
47) 犬内兵衛「財政学大綱」中巻，昭和21年" 402ヘ ジ園
48) Teschemacher， a. a. 0.， S. 121 
46 (46) 第 113巻第1号
マノレクは，それがエノレツベノレガ の所得税制jにおいても貫かれていることを指





















49) Neumark. G. a. 0.， 5. 222 
50) Erzberger， Reden zur M郡岬rdnungdes Deutschen F.削 anzwesens，1919. F. K 
Mann， G. a.， 0.， 5.，323 
51) Mann， a. a白， S. .312 und 323. 
5-2) Noll v岨 derNahmer， G. G. O. S. 222 
53) Mann， a 仏 0.，S. 313 
54) "，' Begrundung zum R刷chRejnkomrn""n~tf' ll f'rg""R~t?:p.ntwurf." S. 599 und 608 


















55) Van der I3orght. a. a. 0.. S. 452 
56) Tescherr国 cher.a. a. 0.， S. 12-4 
57) aι 0.. S. 124 
